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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 3月 12日 (2004.3.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 透 明 タ ッ チ パ ネ ル は 、 ２ 枚 の 透 明 抵 抗 膜 基 板 を 、 互
い の 透 明 抵 抗 膜 が 間 隔 を お い て 向 か い 合 う よ う に 構 成 し 、 外 界 か ら 一 方 の 透 明 抵 抗 膜 基 板
に 押 圧 を 行 う こ と で 、 電 気 的 な ス イ ッ チ と し て 機 能 さ せ る 透 明 タ ッ チ パ ネ ル に お い て
、 入 力 部 以 外 の 絶 縁 性 を 確 保 す る た め に 、 少 な く と も 一 方 の 透 明 抵 抗 膜 基 板 の 透 明 抵 抗 膜
上 に 、 紫 外 線 も し く は 電 子 線 に て 硬 化 可 能 な 樹 脂 を 用 い て 絶 縁 部 を 形 成 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 可 溶 成 分 重 量 ％ に つ い て は 、 硬 化 物 の 初 期 重 量 （ Ｗ ） を 測 定 し 、 そ の
硬 化 物 を メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 中 に ２ ４ 時 間 浸 漬 し た 後 硬 化 物 を 取 り 出 し 、 ４ ０ ℃ ３ 時 間 乾
燥 し た 後 の 重 量 （ Ｗ ｄ ） を 測 定 し 、 「 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 可 溶 成 分 重 量 ％ ＝ ｛

× １ ０ ０ 」 の 式 に 従 い 求 め た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 ２ 】
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 比 較 例 ３ の 様 に 硬 化 物 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン に 可 溶 な 成 分 の 重 量 ％ が 大 き い 場 合 に は 、
表 面 タ ッ ク 性 を 生 じ 透 明 タ ッ チ パ ネ ル と し て の 製 品 上 問 題 が あ る 。 ８ ０ 重 量 ％ よ り 多 い 含
有 率 で は 、 密 着 性 の 点 で は 問 題 な い が 、 架 橋 成 分 が 的 に 少 な く な る た め 、 紫 外 線 も し
く は 電 子 線 を 照 射 し て も 、 表 面 タ ッ ク 性 を 生 じ て し ま い 、 透 明 タ ッ チ パ ネ ル の 製 作 上 の 障
害 と な る も の で あ る 。
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